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群⾺県のナス⽣産群⾺県のナス

• 農産物⽣産量全国第3位

• 群⾺県の農業出荷額の3.0％（66億円!）

• 夏秋ナス出荷量⽇本⼀に（H24）
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ナス半⾝萎凋病
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微⼩菌核

3. 微⼩菌核形成

1. 導管に侵⼊

4. 落葉2. 葉が⻩化・萎凋

5. ⼟壌中に遊離

ナス半⾝萎凋病

10μm

微⼩菌核導管の褐変

ナスの中での病原菌
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防除⽅法 5/28



カリフラワーのバーティシリウム病を防除
〜アメリカ・カリフォルニア州〜

カリフラワーのバーティシリウム病

ナス半⾝萎凋病

病原菌

ブロッコリー

•輪作によって発病抑制
•花蕾は収穫した後すきこみ

群⾺県でも応⽤できるか？

同じ菌!
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ブロッコリーとの輪作による
ナス半⾝萎凋病に対する発病抑制を検討する。

研究⽬的

1.発病抑制効果の検討
2.エビデンスに基づく普及戦略
3.発病抑制のメカニズム
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場所／群⾺県伊勢崎市（農技センター圃場）
区制・⾯積／平成21〜22年 6㎡／区 3反復
ブロッコリー／緑嶺 定植 平成21年年9⽉2⽇
ナス／千両⼆号 定植 平成22年年5⽉14⽇
すきこみ／4㎝⾓に裁断後、管理機等ですきこみ 平成21年11⽉6⽇
供試菌株／Verticillium dahliae EV-KY2株 微⼩菌核10個／g乾⼟

休作
（栽培しない）

ブロッコリー

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ナス

ナスブロッコリー すきこみ菌核接種

菌核接種

栽培暦

発病抑制効果の検討
（農技センター 平成21〜22年）
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発病抑制効果の検討（全試験）
場所 期間 圃場

試験1 伊勢崎市
（農技センター） 平成21〜22年 接種

（微⼩菌核）

試験2 伊勢崎市
（農技センター） 平成22〜23年 接種

（ふすま⼟壌）

試験3 伊勢崎市
（農技センター） 平成23〜24年 接種

（微⼩菌核）

試験4 伊勢崎市
（農技センター） 平成24〜25年 接種

（ふすま⼟壌）

試験5 富岡市 平成23〜25年 ⾃然発病

試験6 榛東村 平成23〜25年 ⾃然発病
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場内試験でブロッコリーとの輪作により
ナス半⾝萎凋病の発病が抑制された。

N=30

発病抑制効果の検討（試験1）
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発病抑制効果の検討（試験6）

n=169 n=874

⾃然発病圃場でも発病抑制効果が確認された。

榛東村の現地圃場
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ブロッコリーとの輪作によって発病は減少した。

発病抑制効果の検討
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Evidence Based Medicine (EBM)

エビデンス（根拠）に基づく医療

Evidence Based Control (EBC)
エビデンス(根拠)に基づく防除

「根拠に基づく医療」において最も信頼できる情報

治療(防除)効果を具体的な数値で知ることができる。

メタアナリシス

植物病理学会
EBC研究会

⽥代暢哉
（2005）



メタアナリシスで効果を定量的に評価

発病株 全株試験 発病株 全株

相対危険度の
フォレストプロット 95%

信頼区間
相対
危険度

重み(%)

固定効果
モデル

変動効果
モデル

処理区 無処理区

ブロッコリー輪作＝無処理×0.53

リスク⽐
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ブロッコリー輪作によって発病株割合が無処理の53％になる。

エビデンスに基づく普及戦略
ナス半⾝萎凋病抑制を⽬的とした

ブロッコリー輪作導⼊の⽬安

 発病株割合20％くらいが導⼊の⽬安。
 抵抗性台⽊品種との組み合わせ。

発病株割合が⾼い圃場での導⼊は不適切

リスク⽐：0.53（95%信頼区間0.32-0.87)
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2010年 導⼊前(発病株割合およそ30%）
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ブロッコリー輪作導⼊
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2015年 導⼊後
（発病株割合1%未満）
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取り組みの現状
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県内33件の農家で導⼊ 20/28
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ブロッコリーおよびナス栽培期間の⼟壌中の
ナス半⾝萎凋病菌DNA量の推移（2009〜2010年）

ブロッコリーを栽培中に病原菌DNA量は低下。
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ブロッコリーの発病

褐変は地際以下

⻩化・萎凋は⾒られない。試験例 発病株率 発病指数

試験1 43％ 0.43
試験2 94％ 0.94
試験3 37％ 0.37
試験4 84％ 0.93
試験5 63％ 0.68
試験6 56％ 0.60

発病指数
0：維管束褐変なし
1：地表⾯以下（根部のみ）維管束褐変
2：収穫時の切り⼝以下が褐変
3：収穫部に及ぶ褐変

ブロッコリーの維管束褐変は根部のみ
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微⼩菌核の形成部位
（Mol 1995改変）
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ジャガイモ エンドウ アマ テンサイ セイヨウアブラナ

微⼩菌核の80％以上は地上部で作られる。

根

地上部
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被害株の部位別混⼊⼟壌での発病
（1983 橋本改変）

地上部の罹病残渣が伝染源に。
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菌密度低下のメカニズム

ブロッコリーとの輪作で、新たな微⼩菌核の形成が抑制

微⼩菌核

通常の植物
(例 ナス科)

3. 地上部で
微⼩菌核形成

1. 維管束に侵⼊

4. 落葉

1. 維管束に侵⼊

2. 地表⾯以下で維管束
の褐変が停⽌

3. 葉で微⼩菌核が
形成されない。

微⼩菌核

ブロッコリー

2. 葉が⻩化・萎凋

5. ⼟壌中に遊離
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持続的な
ナス⽣産

ナスの補完作物として普及

他の作⽤機作？
⼟壌微⽣物の関与
リグニンの効果
アブラナ科のITC類

病原菌密度低下

微⼩菌核形成の抑制

ブロッコリー輪作

まとめ
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導⼊に向けて

発病株割合が20％程度の圃場に。

予防的な導⼊も効果的。

抵抗性台⽊との組み合わせで。

罹病葉は圃場に放置しない。
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